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のある子どもにとってふさわしい保育形態に対する大学 1 ， 2 年次での考えの変化を検討した。その結
果、障害のある子どもにとってふさわしい保育形態として、子どもの発達に応じたかかわりと環境の工
夫、子ども同士の関係、保育環境の人的環境の役割について考察するようになり、障害のある子どもと
ない子どもが共に育つことの意義を見出すようになっていることが窺えた。また、大学 1 ， 2 年次との







養成課程に在籍する 3 年生 8 名のうち、本インタビュー調査への研究協力の了承が得られた 7 名を対象
とした。
（ ２）調査方法


























環境− 1 − 1
環境− 2 − 1




保育上の留意点− 1 − 1




障害の認識− 1 − 1




差別・偏見− 1 − 1
差別・偏見− 2 − 1







ない子どもの誰にとって意味があるかについて、「 1 ．障害のある子どもにとって意味がある」「 2 ．障
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害のない子どもにとって意味がある」「 3 ．障害のある子どもと障害のない子ども両方の子どもにとっ
て意味がある」「 4 ．障害のある子どもと障害のない子ども両方の子どもにとって意味がない」「 5 ．分











































































は、1 ，2 年次と大学 3 年次で変化があるのかを問うたところ 7 名のうち学生A、B、C、Fの 4 名が「変
わっていない」、学生D、Eの 2 名が「変わった」と回答しており、後の 1 名学生Gは「イメージがし
やすくなり、言葉にしやすくなった」と回答した（表 2 ）。










































































のある子どもの保育に対する考えのコード化（表 1 ）を基に分析した結果を下表 4 に示す。
表 ４．障害のある子どもの保育についての考え方
学生 自由回答に対するコード化（表 1 参照）
A 環境− 2 − 2
保育上の留意点− 1 − 2 （＊）
B 環境− 2 − 2
保育上の留意点− 1 − 2 （＊）
C 環境− 2 − 2
保育上の留意点− 1 − 1
D 保育上の留意点− 1 − 1
E 保育上の留意点− 1 − 1
F 環境− 1 − 1
G 保育上の留意点− 1 − 2 （＊）
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表 1 の結果を基に分析すると、学生A、B、Cの 3 名は、「環境」と「保育上の留意点」に関する内容、























（2014）が言う「保育の上での留意点」の視点を持って環境を述べている学生が多く、 1 名を除く 4 名
の学生が、鈴木らの言う保育・教育の場に関する環境について語っていた。保育・教育の場に関する環
境を超え、制度・施策を含む障害のある子どもを取り巻く大きな社会的な環境を視野に入れて障害の有
無にかかわらず共に生活しやすい環境について語ったのは 1 名のみで、 3 年生の段階でまだ保育・教育
の場を超え広い視点に立って障害のある子どもをめぐる環境を意識するまでに至っていないことが推測
される。
今後学生たちが保育・教育現場に入って地域のすべての子どもを対象に一人ひとり異なるニーズに応
じた保育を展開するためにはこうした視点が欠かせないが、保育養成課程の段階で学生がどのように学
ぶか更に検証しながら対応を進めていく必要がある。
５ ．終わりに
本研究では、保育者を目指す学生の「障害のある子どもの保育についての考え方」を把握することが
できた。今後さらに、免許・資格に関する実習と専門科目の学びをすべて終えた段階の学生の意識を調
査し、保育者養成課程の学生の学びの全体像を把握することが課題として残されている。
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